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人権尊重
当社グループは「東京テアトルグループ行動基準」においてすべてのステークホルダーの基本的人権の尊重、

人権侵害の禁止を定めるとともに従業員の尊厳を守る会社の実現に向けて人権尊重に取り組んでいます。

当社グループは、児童労働を認めず、法に定められた最低就業年齢を遵守し

ます。また、18歳未満の者を、危険有害労働に従事させません。

当社では「ハラスメント防止規程」を設け、職場におけるあらゆるハラスメ

ントを防止するために遵守すべき事項や防止するための措置等を定めており

ます。また、ハラスメントに関する相談・苦情に対応するための窓口の開設

や、ハラスメント行為が起きないように社員の指導・啓発に努めています。

当社グループは性別・年齢・国籍・人種・民族・宗教などの属性によらず、誰もが生き生き

と活躍できる会社を目指しています。ダイバーシティ＆インクルージョンの取り組みを推進

し、属性による差別がなく、誰もが公正・公平な環境で個性と強みを発揮しながら活躍でき

る組織風土の醸成に努めます。

景気が急激に悪化した場合でも、配置転換や取引先への出向、当該事業での新

規事業への取り組み等を行い、社員の育成や雇用の維持に努めています。

当社は、管理職以外が全員加入するユニオンショップ制の労働組合があり、映

画演劇関連産業労組共闘会議に加盟しています。当社は、労使関係における従

業員の結社の自由及び団体交渉権を尊重しています。

児童労働

ハラスメント防止

雇用維持

労使関係

公正・公平な採用・雇用・登用
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人財育成
当社は、全体最適経営の視点と高い目標を常に持って、コンピテンシーを遂行し、

顧客を創造し続ける「人財」を育成することを教育方針として掲げています。

■社内OFF－JT
当社は、事業部が主体的に人材育成を行い、社員の専門性を高めることを目的として社内OFF-JTを実施しています。社内外の専門家による研修・勉強会を担当役員自

らが企画、主催するこの取り組みは、参加社員の専門的知識を深めるだけでなく、他部門のOFF-JTを聴講することによる自己の見識の広がりや新たなビジネスチャン

スの創出などのシナジー効果についても期待されます。

OFF-JT事例：映画興行部主催「事業計画策定研修」

OFF-JT事例：「キャリアデザイン研修」

資格取得奨励

当社は、業務の専門性を高めるため、

有益な国家・公的資格を社員が取得す

ることを支援しています。通学費・通

信学習費・受験料などの学費補助に加

えて、資格を取得した社員には奨励金

を支給するなど、社員の能力開発を支

援する制度を整備しています。

○事業計画策定研修の様子

○キャリアデザイン研修の様子
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当社社長が講師となり、映像事業本部のマネージャーや映画館勤務者

が受講しました。講義内容は、映画館運営に関する勘定科目の理解や、

マネジメントに必要な分析指標を用いた数値の予測、そして受講者が、

実際の映画館の実績数値を基に、単年度の利益計画を作成するという

もの。映画館運営に必要な数値管理を実践的に学びました。

当社の取引先から女性取締役を講師にお招きし、長年ダイバーシティ

を推進してきた同社の事例を学び、中堅女性社員が自身のキャリアデ

ザインについて考える機会を持ちました。



・焼鳥専門店「串鳥」

当社子会社札幌開発（株）が運営する焼鳥専門店「串鳥」の”旨さ”を支えているの

は店舗の焼き手スタッフ。外はかりっと、中はジューシーに焼き上げられる焼き手と

なるために、約半年間、マンツーマンでの指導を受けます。焼き手となった後も定期

的にエリア担当マネージャーにより味のばらつきや品質をチェックされ、どのお店で

も、いつ行っても一定の味をご提供できる体制作りをしています。

また、定期的に焼き手コンテストを開催するなど、焼き手の技術向上を図っています。

○「串鳥」焼き手

・中古マンション再生販売事業

当社中古マンション再生販売事業は老朽化、陳腐化した住宅を間取りの変更を含め

まるごとリノベーションし、商品価値を高め、新築よりも安価にご提供しています。

分業制をとらず仕入れから販売まで一任制のため、営業担当者に求められる知識は

多岐にわたります。組織は少人数でのチーム制を敷き、新人は不動産業を行う上で

必要な知識を座学で学ぶとともに、約3か月、先輩社員に同行し、仕入れから販売

までの実務を学びます。商品価値を高めるカギとなるトレンドを取り入れたリノ

ベーションの手法は、社内の建築士の有資格者や、工事監理者と担当する物件ごと

に話し合いを重ねながら学んでいます。
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■企業理念を実現するための教育

+ +

・映画館

当社映画館は、それぞれの映画館が独自の上映作品やイベントを開催すること

で地域に根差した映画館づくりを行っています。そのため、お客様と直に接す

る映画館の社員が自映画館に相応しい上映作品、イベント、新サービスを本部

に企画提案する場を設け、協力しながら特色ある映画館づくりを行っています。

○左：テアトル新宿スタッフ
が企画し、音響システム「オ
デッサ」で楽しむ特選ミニシ
アター作品オールナイト上映
会を実施しました。

〇右：キネカ大森スタッフが
企画し、選りすぐりのドキュ
メンタリー作品12本を2週間に
わたって上映しました。



ダイバーシティ＆インクルージョン
社内に異なる経験・技術・属性を反映した多様な視点や価値観が存在することは、会社の持続的な成長を確保する上で強みと

なり得るとの認識に立ち、性別・国籍・採用ルートによらずそれぞれの個を尊重し、多様化する社員のキャリア意識や働き方

に対する価値観の変化に対応すべく各種のダイバーシティ＆インクルージョンの推進に取り組んでいます。

■女性の活躍推進
当社は、男女の性差に関係なく配置、評価、昇格を実施しており、女性管理

職比率は近年25％前後で推移しています。今後も柔軟な働き方を進めること

で、政府方針（女性管理職比率30％目標）を踏まえ割合を高めてまいります。

■中途採用者の活躍
当社は、映画の宣伝プロデューサーや不動産の建築士など、多様な専門性を持った

人財の採用に力を入れています。採用後は、各々の経験と知見を活かし会社の中核

人財として活躍しており、管理職に占める割合もおおよそ半数で推移しております。

採用ルートの異なる人財が融合することで組織が活性化され、相互の成長につなが

ると期待しています。<東京テアトル（株）女性従業員比率>

■シニア人財の活躍
当社では定年（60歳）を迎える従業員が希望する場合、原則として65歳まで再雇用

する制度を導入しています。シニア従業員が意欲を持って働き続けられるためには、

その経験やスキルを活かせる仕事を用意することが重要だと考えています。

<東京テアトル（株）中途採用社員比率>
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2020年度 2021年度

男性社員 100 97

女性社員 50 46

計 150 143

女性社員比率 33.3% 32.2%

男性管理職 43 40

女性管理職 14 15

計 57 55

管理職に占める女性比率 24.6% 27.3%

年度 2020年度 2021年度

中途採用社員（在籍者数） 87 75

中途採用社員比率 58.0% 52.4%

中途採用管理職 28 25

管理職に占める中途採用者比率 49.1% 45.5%

※管理職とは、課長級以上を示します。



健康で働きやすい職場環境
様々な社員がいきいきと健康的に働ける環境を整備することは会社の

持続的成長の源泉と考え、職場環境の改善に取り組んでおります。

■衛生委員会の設置
当社では全従業員が、安全に安心して健康で

働くことができる職場環境を形成するため、

衛生委員会を設置しています。毎月、衛生委

員会を開催し、労働時間などの労働災害に繋

がるような情報を共有し、安全衛生上の問題

を改善すべく話し合いを行っています。

■充実した健康診断
当社は健康増進の一環として、法定項目以上に詳細な検査項目での健康診断

を年２回実施しています。健康診断を受診する全社員を対象としたオプショ

ン検査の会社補助や、各社員の属性に合わせたより効果的な健康診断を実施

する為の検査項目の追加等、社員の健康管理に努めており、毎年95％以上の

高い受診率を維持しています。またインフルエンザ予防接種の費用も全額支

給しています。

■メンタルヘルスの推進
労働安全衛生法に基づく（労働者の心の健康保持増進のための指針）に従い、

メンタルヘルス推進室を開設し「東京テアトル株式会社における心の健康づ

くり計画」を推進しています。具体的には、管理職を対象としたメンタルヘ

ルス、パワーハラスメント防止研修の開催や、定期的にストレスチェックの

機会を提供しております。社員の相談窓口には、産業医並びにこころの健康

問題の治療従事者が相談員となり、利用しやすい

体制を整備し、ストレスを軽減し、明るい職場づ

くりの実現に努めています。

・仮眠スペースの設置

当社産業医の指導の下、生産性および作業能率向

上を目的とした仮眠スペースを本社内に設置して

います。
○仮眠スペース
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○衛生委員会（オンライン）の様子

■労働災害発生防止
札幌開発㈱は４棟の製造工場を稼働させ

おおよそ240人の従業員が、年間2,000万

本の焼鳥等を製造しています。工場で

働く従業員の労働災害発生防止のため、

工場内すべての機械に作業マニュアル、

清掃マニュアルを備えています。また毎月開催する衛生委員会内で、現場でのヒヤ

リハットを抽出し、事故を防ぐために可能性がある場所にシールで注意喚起を行う

など、日々改善することで労災件数の発生防止に努めています。

労働災害発生件数（札幌開発 製造工場）

2020年度 6件 2021年度 1件



コアタイムのないフレックスタイム制度や在宅勤務を活用し、時間と場所に捉われず、個々の役割や仕事の特性に合わせて、働き

方を柔軟に選択しながら生産性を追求できる就労環境を用意しています。また、時短勤務者に対してもフレックス制度を利用可能

とし、仕事と育児や介護を両立しやすい環境を整えています。

対象者は本社社員。コアタイムなし。労働時間を1日単位ではなく、1か月単位で管理しています。

育児、介護などの事由を問わず、上長の許可を要件として1週間単位で実施可能です。

勤怠管理システムを改修し、日々の残業時間を上司が管理するとともに、残業上限ラインを超過する

可能性がある社員について、月中に上司に注意喚起を行っております。

また、上司が部下の休暇取得状況を見える化し、上司部下間で計画的な休暇取得に関するコミュニ

ケーションを図る体制を整備しています。

フレックスタイム制度

在宅勤務制度

勤怠管理システムの導入
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■柔軟な働き方へ

有給休暇の半日取得

リフレッシュ休暇

半日単位での休暇は、勤務時間の前半または後半で取得可能です。

永年勤続者にリフレッシュ休暇を付与しています。

勤続10年社員 3日 勤続20年社員 5日



■インナーコミュニケーションの活性化
当社グループでは、働きやすい環境づくりには風通しの良い社風を醸成

することが重要と考え、各種の施策を実施しています。

・グループ社内報

年2回、社員の親睦を目的に、経営情報、営業情報、社員紹介など様々な切り口

で会社の情報を分かりやすく伝えています。また、事業所のアルバイトも読め

るように紙媒体での発行を続けています。

・グループポータルサイト

従業員のスケジュールや会社の規程、届出書類が一覧で掲載されている他、各

事業部からのお知らせや各々が担当するお店・商品や映画の宣伝、仕事の協力

依頼など、誰でも即時情報発信できるツールとして活躍しています。

・ランチ会の開催

人事労政部が主催し、様々な部門や年代、性別の社員4～5人に声をかけ、ラン

チを取りながら意見交換会を開催しています。話のテーマは決まっていません

が、自然と仕事内容について話すことが多くなり、他部門の仕事を身近に感じ

る機会となっています。

○社内報

・フリースペース

社内のコミュニケーション活性化をテーマに、オフィスの中にフリースペースを

設置。ちょっとしたMTGやランチタイムなど、気軽に集まって話せる場所として

活用されています。棚には自由に閲覧できる書籍や雑誌をまとめ、窓から明るい

日差しが降り注ぐ気持ちの良い空間になっています。

©2021「花束みたいな恋をした」製作委員会
©2022『ちょっと思い出しただけ』製作委員会
©2021 つぶやきシロ―・ホリプロ・小学館／闘う製作委員会
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環境負荷軽減への取り組み
世界各地で地球温暖化や海洋汚染など様々な環境問題が深刻化し、環境問題への対応が求められています。これからの経済成長に

おいては、温室効果ガス排出量の削減や、物を循環させ廃棄物を出さない資源循環の実現が求められています。当社グループは、

事業活動に伴うCO₂の削減、ゴミの削減・リサイクルなどの取り組みを進めています。

・食品ロス削減への取り組み

札幌開発㈱の工場では、焼鳥製造時に生まれる端材を再利用し、

お客様においしく味わっていただく「商品」とするメニュー開発

に取り組んでいます。

「つくね」や「南蛮つくね」は、端材となった生鳥もも肉やささ

みを混ぜることで旨味がより引き立ちます。適切な下処理と調理

方法、他の食材との掛け合わせで、素材が持つ最大限の魅力を引

き出しています。また、

野菜の端材はカレーや

各種スープ、サラダなど

に再利用しています。
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■ごみの削減・リサイクル
■省エネルギー化（LED照明の導入）

○札幌開発（株）工場

当社は省エネ法の改正により特定事業者に指定され、エネルギー使用に係る原単位の

年平均1％以上の削減を目標に取り組んでいます。

環境への配慮のため、事業所の照明のLED化、エネルギー効率の高い設備機器への入替

などを進めてまいります。

・当社エネルギー使用量及び発生する温室効果ガス算定排出量

※原単位：エネルギー使用量/事業所延床面

単位 2019年度 2020年度 2021年度

エネルギー使用量 Ｋｌ 1,685 1,505 1,456

エネルギーの使用に係る原単位
（前年度差）

0.05641 0.05391
（▲4.4％）

0.04745
（▲12.0％）

エネルギー使用に伴って発生す
る二酸化炭素の温室効果ガス算
定排出量

t-CO2 2,991 2,596 2,489
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・食品ロスへの意識向上

札幌開発㈱では食品ロスを低減するため、全店舗で日々の廃棄量を記録し、全従

業員に共有して、食品ロス率を意識するよう教育しています。「串鳥」では鮮度

を重視し、午前中に届いた食材をその日中に売り切ることを基本としていますが、

日々の発注精度の向上に努め、売れ残りが予想される場合は各店移動を行うなど、

食品ロス低減に努めています。

また、各工場では原材料を加工する際にロスを出しすぎていないか、串を作製す

る際に、規定重量から逸脱していないか、全ての商品で毎日分析を行い、原材料

の数量差異について適正を保つように努めています。

ロス率 2020年度１.２６％ 2021年度０.５９％

・竹串を100％再利用（固形燃料へ）

札幌開発㈱では、「串鳥」全店舗で発生する使用済みの竹串を、リサイクルに対

応できる廃棄物処理委託業者に依頼し、固形燃料に100％リサイクルしています。

2021年度 年間１,２００kg/約１２０万本

・廃食用油のリサイクル

札幌開発㈱では、「串鳥」で調理する揚げ物で使用した廃食用油を行政から許可

された廃食用油収集運搬業者に依頼し、鶏の餌や、バイオ燃料などに

１００%リサイクルしています。

・飲食店の割り箸廃止

当社グループの飲食店舗全店で、廃棄物の削減や森林保護を目的として、割り箸

を廃止し、エコ箸を採用しております。

※現在、一部店舗においては新型コロナウイルス感染予防として割り箸を採用しています。

・リフォーム事業の産業廃棄物リサイクル

リフォーム事業において発生した産業廃棄物については分別し、溶解してスラグ

にした上でリサイクルするなど、廃棄物の発生抑制・リサイクルを推進していま

す。また廃棄を適正に管理するため、マニュフェスト管理を行っています。



・オフィスのＤＸ化

当社グループは社内システム「申請・承認システム」を活用して、社内の各種

申請書・報告書などの紙書類の電子化を推進しています。また当社本社では、

各部営業担当者に営業ツールとしてタブレット端末やスマートフォンを配布し、

紙の使用量削減に取り組んでいます。また2019年には、ノートPCを支給、あわ

せて無線LAN、会議室モニターの導入によるフロア内のモバイルワーク化を実

施し、研修や社内会議にも活用されています。これらの取り組みにより紙使用

量の削減を図るほか、オフィス内の雑誌やペーパー類を、古紙回収業者に再生

紙としてリサイクルしてもらい、紙の焼却処分に使用するCO2の削減に努めて

います。

古紙 年間約５tをリサイクル

■ＤＸ化推進
・事業所におけるキャッシュレス・ペーパーレス化

当社グループの映画館、飲食店では、スマートフォンを活用したバーコード決

済について、海外を含む各社サービスを導入し、お客さまの利便性向上ととも

に、業務の省力化にも繋げています。また映画館では2023年より入場券をチ

ケットレス化するなどデジタル化を推進しています。

■プラスチック削減
札幌開発㈱は、「串鳥」全店舗のプラスチック製ストロー

を環境に配慮した紙製ストローへ切替えました。

■水質汚染防止・節水対策
当社グループの食品製造工場では、使用する調理器具の洗浄時に排出される油

脂と水を分離する装置であるグリーストラップや浄化槽の設置、水の浄化施設

の定期点検の実施により、排水の水質改善のほか水質汚染を防いでいます。ま

た、当社グループではトイレの手洗い水栓を節水タイプへ入替を進める等、水

の使用量の削減にも取り組んでいます。

12

・「SCRE:EN」プロジェクト始動 スクリーンの再利用

当社映画館では、廃棄処分されるスクリーンを活用した「SCRE:EN」プロジェク

トを展開しています。「過去愛されたものを新しい価値で」というコンセプトで

映画館の閉館や張替えによって廃棄されるスクリーンを、トートバッグやポーチ

などに形を変え、当社映画館やオンラインサイトで販売いたします。（2023年販

売開始予定）

優れた耐水性によりメンテナンスが簡単
軽量のため取り扱いやすい
耐久性が高く、通常使用下での経年劣化
が少ない
耐食性が高く、カビなどに強い
優れた耐火性能

★スクリーン素材の特長

〇商品イメージ



事業活動を通じた社会への貢献
消費者の志向は「モノ消費」から「コト消費」へと移り変わり、環境問題や健康志向など、地域や社会が抱える課題の

解決に資する商品・サービスの需要も高まっています。当社グル-プは、こうした社会情勢や人々のライフスタイルの変化・

多様化を好機と捉え、当社事業活動において、人々の心豊かな生活の実現と地域社会に貢献したいと考えています。

■映画を通じた芸術文化の振興
当社設立の趣旨は、戦後の荒廃した社会に明朗な娯楽を提供する

ことで生活に潤いをもたらし、明日への活力と生産意欲を充実

させたいというものでした。

現在も創業時の思いを受け継ぎ、明日への活力となる良質な

映画をお届けすることが当社の使命だと考えています。
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劇場名 劇場コンセプト

ヒューマントラストシネマ有楽町 大人の休日が過ごせる心地の良い映画館

ヒューマントラストシネマ渋谷 自分の好みがみつかる映画館

テアトル新宿 日本映画の今を写し出す邦画専門の映画館

シネ・リーブル池袋 ボーダーレスなセレクトで映像カルチャーを発信する映画館

キネカ大森 日本初のシネコンとしてオープンした映画ファン憩いの映画館

新所沢シネパーク 他のどこにもない「ここにしかない」がある映画館

シネ・リーブル梅田 様々なジャンルの良質な映画を幅広い世代へ提供する映画館

シネ・リーブル神戸 上質な空間で多彩なラインナップを楽しめる映画館

・世界中の良質な映画をあらゆる世代にお届けします

当社の映画館はそれぞれの館がマーケットにあわせて独自の番組を編成しています。世界中の様々なジャンルの良質な作品をあらゆる世代の人が

楽しめるように、作品にかける作家の思いを身近に感じていただく工夫をこらしてお届けしています。

・車いす席完備／バリアフリー上映

当社映画館では、様々な方に映画館での鑑賞機会をご提供するために、

全館車いす席を完備しております。また、配給各社が提供に取り組ん

でいる、アプリで字幕や音声ガイドを配信する「バリアフリー」上映

に対応しており、当社配給作品につきましても都度協議し、対応して

います。

・中学生の職場体験受入

当社映画館では、中学校からの要請を受け、中学生に実際

の職業や仕事についての体験や、働く人々と接する機会を

提供するために、職場体験を受け入れています。

○バリアフリー上映「スマホで聴く音声ガイド」ロゴマーク
「メガネで見る字幕ガイド」ロゴマーク
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・当社配給作品受賞歴

当社配給事業は市井の人々に起きた出来事をめぐる心の機微を丁寧に描いた

作品を数多く手掛け、そのクオリティーの高さが評価され、数々の映画賞を

受賞しています。

『この世界の片隅に』 2016年公開

第40回日本アカデミー賞
・最優秀アニメーション作品賞
・優秀音楽賞 コトリンゴ
第90回キネマ旬報ベスト・テン
・日本映画ベスト・テン 第1位
・日本映画監督賞 片渕須直
第41回アヌシー国際アニメーション映画祭 長編部門審
査員賞
第21回文化庁メディア芸術祭 アニメーション部門大賞
など 多数受賞

©こうの史代・双葉社／「この世界の
片隅に」製作委員会

第13回TAMA映画賞（2021年）
・特別賞（作品に関わった全てのスタッフ、キャスト
一同へ）

・最優秀男優賞 - 菅田将暉
・最優秀女優賞 - 有村架純

『花束みたいな恋をした』 2021年公開

『ツユクサ』 2022年4月公開
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『窓辺にて』 2022年11月公開

© 2022「窓辺にて」製作委員会

© 2021『花束みたいな恋をした』
製作委員会

『ちょっと思い出しただけ』 2022年2月公開

©2022『ちょっと思い出しただけ』製作委員会

第34回東京国際映画祭
コンペティション部門
・観客賞＋スペシャルメンション Ｗ受賞

第35回東京国際映画祭
コンペティション部門
・観客賞受賞

第47回報知映画賞最多6部門ノミネート

第47回報知映画賞2部門ノミネート

©2022「ツユクサ」製作委員会



・啓蒙活動

毎年配給宣伝している『映画きかんしゃトーマス』は、2019年から国連

とタイアップし、SDGsが提唱する「質の高い教育をみんなに」「ジェン

ダー平等を実現しよう」「住み続けられるまちづくりを」「つくる責任つか

う責任」「陸の豊かさも守ろう」

といったモチーフを物語に反映

することで、作品を通じて世界

中の子ども達やその親に、地球

を守ることの大切なメッセージ

を伝えています。

■安全・安心な食の提供
・「さっぽろ食の安全・安心推進協定」

札幌市では、生産者や製造・加工者、販売者、飲食店などの「作る人」が食の安心・

安全のための様々な取組みを「食べる人」たちにもっと知ってもらうために、「さっ

ぽろ食の安全・安心推進協定」制度を設けています。札幌開発㈱は札幌市と「さっぽ

ろ食の安全・安心推進協定」を締結し「串鳥グループ」の「マイルール」（食の安

全・安心のために特に重点的に取り組んでいく事項）を公表し、日々取り組んでいま

す。

○『映画 きかんしゃトーマス Go！Go！地球まるごとアドベンチャー』

（C） 2022 Gullane(Thomas)Limited
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「マイルール」協定締結番号：150010

・調理器具の洗浄・消毒は方法、回数を定めて適切に実施し、管理の徹底に

努めています。冷蔵庫、冷凍庫の温度管理は営業前、営業終了後の2回、計測

しその結果をすべて記録しています。

・また、食材の消費期限、鮮度の確認を毎日行い、お客様に安心安全な商品

の提供を心がけています。

・月に一回、店内及び厨房内の衛生点検を社内衛生管理者が行い、改善箇所

がある場合は速やかに改善し、衛生管理の徹底を行っています。

・従業員の健康管理や身だしなみの確認を行い、チェック表に記載し、保

管・管理をし、従業員一人一人の衛生意識の向上と徹底に努めています。

・映画で社会課題を知る

「SDGs シェアプロジェクト」賛同

当社映画興行部は「SDGs シェアプロジェクト」が行う取り組みに賛同す

るとともに、同プロジェクトが提供する作品を映画館で上映することで、

映画をご覧になられ

るお客様とともに、

社会課題解決に貢

献しています。

○旅のはじまり
(C)映画「旅のはじまり」製作
委員会2021



■長く住み続けられる街づくり
建物やインフラの老朽化・陳腐化、自然災害の増加が社会問題となる中で、適切な品質管理に基づき住宅を再生し、

持続可能な街づくりによって、地域社会の安心・安全の実現に貢献します。

・中古マンションの再生

当社中古マンション再生販売事業は、経年劣化し間取りの陳腐化が進行した築

古マンションを取得し、水回りを一新し、間取りの変更を含めたリノベーショ

ンを施すことで、古い住宅を再生販売し、持続的な街づくりに寄与しています。

・アスベストの取扱い

当社中古マンション再生販売事業は、取得物件についてアスベスト事前調査・除

去等の適切な措置を通じ、汚染を防止し、中古マンションのリフォームを行って

います。

・お一人お一人の生活スタイルにそった住まいづくり

住み替えや建て替えることなく、多様なライフスタイル・ワークスタイ

ルを設計デザインやサービスでサポートする「リノまま」はお客様お一

人お一人の要望をかなえる住まいづくりを行っています。

・環境に配慮した建材の使用

当社リフォーム事業については寿命が長く、リユースしやすく、製造時のCO2排

出量が少ないなど、環境に配慮した住宅建材の選定を行い、環境負荷の低い住

宅づくりを行っています。
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○「リノまま」施工事例

○住宅設備メーカー「トクラス株
式会社」が主催するリフォームコ
ンテスト「第8回トクラス選手権
（2021年）」にてリノままの施工
事例「愛猫と気ままな暮らし」が
「東京エリア賞」を受賞



・街の安心、安全への取り組み

当社は大規模な災害が発生した場合を想定し、お客様の安全を第一とし

て、様々な判断を各事業所で行えるようルールを定めた事業所マニュア

ルを策定しています。また、従業者の安全を守るための防災マニュアル

を策定し、災害発生時から帰宅困難対策まで細かに規定しています

・自衛消防訓練の実施

当社の映画館、飲食店店舗では、災害発生時のお客様の安全確保および

避難を想定した訓練を実施し、迅速な社員の安否確認と事業所の罹災状

況把握ができるよう備えています。

また、当社本社では毎年2回、管轄消防署の協力の下、本社社員を対象に

救命救急講習（AED操作訓練）、消火器訓練他を実施しています。
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○救命救急講習の様子

■社会貢献活動
・映画館窓口にてフードバンク活動を実施

2019年12月から「ヒューマントラストシネマ有楽町」他にて、過酷な労働条件の下

で苦悩していくごく普通の人々を描いた『家族を想うとき』（ケン・ローチ監督）

で上映期間中は、フードバンク活動を実施し、窓口で不要な食料や日用品を受け付

け、複数の団体に寄付しました。

○寄付の様子

・防災用品の寄付

本社ビル、各事業所で各スタッフ用に備蓄している賞味期限が近付いた非常用食料

品をNPO法人もったいないジャパン様、NPO法人もやい様に寄付いたしました。

・地域医療への支援

札幌開発㈱では、新型コロナウイルス

感染症と戦う北海道の地域医療の支援

として、2020年6月19日から7月31日ま

で「串鳥」北海道地区で期間限定販売

する「四種のつくね北海道にエール！

セット」の売上の一部を「エールを北

の医療へ！」基金に寄付いたしました。

販売全店舗で１４,７０２セットを販売し、

１,４７０,２００円を寄付いたしました。



■地域社会との連携・パートナーシップ

○「飲んだらのれん」暖簾
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・飲酒運転撲滅への協力

札幌開発㈱は北海道警察と協定書を交わ

し、「串鳥」店内に「飲んだらのれん」

と印刷された暖簾を掲げ、飲酒運転撲滅

に協力しています。

当社が運営する飲食店「三茶まれ」は、一般社団法人が主催する三軒茶屋

エリアの飲食店が地域の多忙な子育て家庭に向け、平日に1日30食の弁当を

200円で販売する取り組み「せたがや こども弁当」に参画いたしました。

弁当を販売する飲食店は、2週間ごとに変わり、60日間で計1800食を販売す

るものです。「三茶まれ」はプロジェクト初日の2020年6月1日から2週間お

弁当を販売し、地域の方々に喜んでいただきました。

・映像志望の才能発掘

当社は、独立プロダクションの製作者で構成される「日本映画製作者協会」に賛

助会員として参画し、同協会が主催するその年の新人監督に与えられる「新藤兼

人賞」に特別協賛しています。また、「ぴあフィルムフェスティバル（PFF)」に

も特別賛助会員への参画や、新人映画監督を対象としたコンペティションである

「田辺・弁慶映画祭」、文化庁が主催する「短編映画製作等を通じた若手映画作

家人材育成」（「ndjc：若手映画作家育成プロジェクト」）にも協力し、日本映

画の将来を担う人材育成や新人監督の発掘のための援助・事業支援を行っていま

す。

○「田辺・弁慶映画祭」

・「三茶まれ」せたがやこども弁当に参画





当社グループは、経営の透明性と監督機能の充実を図る

ため、コーポレート・ガバナンスの強化を経営課題とし

て捉えています。

また、社会・環境問題に関わる基本方針や重要事項等に

関しては、コーポレート・ガバナンスコードが定める原

則と当社の事業基盤に関わる領域との関連性においてリ

スクと機会の分析を行い、当社取締役会を通してその方

針を決定しております。

当社取締役会は、当社グループの内部統制システムが有

効に機能発揮するよう、内部統制委員会を設置し、財務

報告の適正性の確保、コンプライアンスの推進、リスク

管理等に関する体制の整備・監督を行います。

企業経営を規律するための仕組み
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■コーポレート・ガバナンスの考え方



■内部統制システムの整備
当社は、「内部統制システムの整備に関する基本方針」に基づき、当社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要な体

制を整備しております。
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■リスク管理体制
当社は、内部統制の目的達成のため、「内部統制規程」を定め、社長の下に内部統制委員会を設置し、当社ループの内部統制の整備状況の評価及び

当社グループの事業領域別のリスクの洗出しと評価を定期的に行っております。内部統制委員会は、各リスク主管部門と協議の上、内部統制整備計

画等の策定及びリスク管理を推進するとともに、活動状況を経営会議及び取締役会に報告しております。

当社は、「内部統制規程」の下に、「コンプライアンス規則」を定め、主管部門である法務室と内部統制委員会が連携して、当社グループのコンプ

ライアンスの推進に関する業務を統括して行います。各事業本部長、事業部長及び連結子会社社長等は、自らが所管する事業部等において、法務室

及び自部門の従業者から発信・報告される情報を双方向に伝達し、事業部等のコンプライアンスを推進しています。

●近年実施したリスクコンプライアンス研修

・クレーム対応研修

・著作権トラブル研修

・会社のアカウントを利用したSNSへの投稿

トラブル研修

・ハラスメント研修

「ハラスメント研修」

○ハラスメント研修の様子

社会保険労務士である当社社外監査役が講師となり、パワーハ

ラスメント・セクシャルハラスメントについての正しい理解と

予防対策について学ぶ機会を設けています。職位や事業部ごと

に研修を継続し、ハラスメントを起こさない組織風土の醸成に

努めています。
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■内部通報制度
当社グループは、不正や不祥事を早期に発見し、適正に対処するため、

内部通報制度を設けております。同制度は法務室を通報窓口とし、公益

通報対応業務従事者を定めるなど「公益通報者保護法」を踏まえた体制

となっております。尚、社内通報窓口の他、社外の弁護士事務所に通報

窓口を設置し、匿名通報の受付も可能としています。（2022年1月1日運

用開始）

通報内容の事実確認および調査対応は内部監査室を中心に行われ、取締

役管理本部長を委員長とする内部統制委員会および社外役員を交えた経

営会議に対して報告され、行為の是正と再発防止の措置が講じられます。

「内部通報制度説明会実施」

2022年2月、弁護士である当社社外取締役が講師となり、 当

社グループの経営幹部の方々に、内部通報制度やコンプライ

アンスにおける内部通報制度の重要性を理解していただくこ

とを目的として、内部通報制度の基本的考え方。当社グルー

プの内部通報制度の概要。通報を受けてからの調査、審議、

通報者への告知等。公益通報者保護法と内部通報の関係につ

いて解説いただきました。



■会社概要
社名

東京テアトル株式会社
TOKYO THEATRES COMPANY , INCORPORATED

設立 1946年（昭和21年）6月28日

資本金 45億5264万円

本社所在地 東京都新宿区新宿1-1-8 

代表者 代表取締役社長 太田 和宏

社員数
当社 136名
グループ 438名（2022年9月現在）

事業内容

【映像関連事業】
映画の興行・映画の配給・映画、ドラマの制作・総合広告サービス・イベント企画

【飲食関連事業】
飲食店の経営、食材の加工・販売

【不動産関連事業】
不動産の賃貸・中古マンション等の再生販売・マンション等のリフォーム

連結売上高 13,056百万円（2021年度）

許認可

宅地建物取引業免許 東京都知事（3）第91195号
一級建築士事務所登録 東京都知事 第61519号
一般建設業（建築工事業、内装仕上工事業）東京都知事許可（般-29）第108328号
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